
左官業から注文住宅へ
元請けとして自ら責任を持つ家づくり

㈱もみじ銀行 池永幸司執行役員本店営業部長
（以下、池永）：はじめに、御社の事業内容やこ
れまでの歩みについて、お話いただけますか。
㈱大喜　柿田勝司代表取締役（以下、柿田社長）：
当社は、木造注文住宅を中心に、リフォームや

不動産事業等を手がけています。

　原点は、父が 1962 年に始めた左官業です。

職人として現場に立つ父のそばで、私も子ども

の頃から手伝っていました。その後、住宅の新

築や改修を請け負う工務店へと業態を変え、社

名変更等を経て現在に至っております。

　私は大学卒業後、住宅メーカーで営業を経験

し、家業に戻ってからは現場監督を担当しまし

た。職人さんに厳しく教えてもらった経験は、

構造や施工方法をお客様に分かりやすく説明で

きる点で、今の仕事にも生きています。

池永：注文住宅を事業の中心に据えられた背景
には、どのようなお考えがあったのでしょうか。

株式会社大喜 代表取締役　柿田 勝司 氏

今回の「経営者インタビュー」でご紹介するのは、広島市に本社を置く株式会社大喜の柿田勝司代表取締役です。同社は木造注文住宅を中心に、
リフォーム・リノベーション、外構工事、不動産まで、住まいに関わる事業を幅広く手がける地域密着型工務店です。インタビューでは、事
業の歩みや家づくりへの想い、顧客との関係づくり、地域貢献など幅広くうかがいました。（聞き手：㈱もみじ銀行 池永幸司執行役員本店営業
部長、本山博之緑井支店長）

「想いをひとつにした住まいづくり」で大きな喜びを提供
人と地域の未来を創る地場工務店の挑戦

Management interview

株式会社大喜　代表取締役　柿田 勝司氏
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柿田社長：父の代は、大手建設会社等の「下請け」

の仕事も多くありました。一方、私は元請けと

して、自分たちの責任で仕事をしたいという思

いが強く、自分たちで判断し、お客様に責任を

持って家を届けたいと考えました。2014 年に

広島市安佐南区でモデルハウスを開設した頃か

ら、注文住宅中心の方針を明確にしました。

池永：その方針を形にする中で、具体的にはど
のような取り組みを進められたのでしょうか。
柿田社長：複数の住宅会社が集まる総合住宅展

示場に出展しましたが、毎月の広告宣伝費がか

かる一方、家づくりの検討ではなく単なるイベ

ント参加を目的に来場される方も多く、思うよ

うな成果が得られません。そこで、自社単独の

展示場をつくり、予約して来場された方に丁寧

にご案内する形へ切り替えました。

　また、広島市内で土地価格が上がる中、新た

な市場として東広島市に着目しました。土地価

格を抑えられる分、住まいそのものに予算をか

けやすいと考え、お客様により良い住環境を届

けるため、外観の調和や街並みとの一体感にも

配慮した注文住宅を展開しました。同市では現

在、オーガニックをコンセプトにライフスタイ

ル全般を提案する拠点「BIOBASE」を展開し

ているほか、呉市にも事業エリアを広げ、当

社を含む県内工務店 3 社と広島大学の研究室・

学生が連携した街づくりを進めています。

想いをひとつに
健康で快適な住まいづくり

池永：御社は住宅の性能や健康に配慮した家づ
くりを大切にされています。そうしたお考えに
至ったきっかけをお聞かせいただけますか。
柿田社長：当初は、営業の仕方やローコスト住

宅の売り方を学ぶ勉強会によく参加していまし

た。ただ、学ぶうちに、自分が目指す家づくり

とは少し違うと感じるようになりました。

　そうした時、広島県工務店協会の会長を務め

られた方に出会い、施工技術を教えていただき

ました。「今から職人を育てておけ」と言われた

ほか、当時「200 年住宅」と呼ばれた長期優良

住宅を手掛けるよう背中を押されました。そこモデルハウス

BIOBASE
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から、売り方より技術や品質に重心を置き、住

む人の健康や室内環境も学ぶようになりました。

池永：そうした学びは、現在の家づくりにどの
ように生かされているのでしょうか。
柿田社長：大切にしているのが「想いをひと

つにした住まいづくり」です。住宅のプロが

一方的に決めるのでも、お客様の希望を何で

もそのまま受け入れるのでもありません。専

門家としてメリット・デメリット等を説明し

た上で、お客様の想いを尊重し、一緒に答え

をつくります。

　また、住宅の性能は、住む人の暮らし方や気

持ちにも関わると考えています。「帰楽の家」、

つまり帰るのが楽しくなる家にしたい。そこで、

建物の隙間を減らして意図しない空気の出入り

を抑える「高気密」、外の暑さや寒さを室内に

伝えにくくする「高断熱」に加え、湿気を吸収

したり放出したりして室内の湿度を整える「調

湿」を重視しています。

池永：お話いただいたお考えは、素材選びにも
つながっているのですね。
柿田社長：その通りです。具体例の一つが、自

社オリジナルの調湿建材「安芸珪藻土」です。

　珪藻土は、調湿機能を持つ自然素材です。モ

デルハウスを新たにつくる過程で、北海道・稚

「安芸珪藻土」を用いた壁

内産の珪藻土を使った建物を目にし、梅雨時で

もさらっとしていることに驚き、産地や工場ま

で足を運びました。さらに広島の素材も使いた

いと考え、牡蠣殻を配合しています。

　構造材についても、私自身が産地に赴き、林

業者の方から話を聞いています。お客様の代わ

りにしっかり確認した上で、「なぜこの材料を

使うのか」を伝えることを大切にしています。

信頼を積み重ね、お客様の喜びを
追求する「増信増益」の経営

池永：次に、経営面で大切にされている考え方
について、お聞かせいただけますか。
柿田社長：企業理念は「社会に貢献します。」

「信念を持って正道を歩みます。」「感謝の心を

大切にします。」の三つです。

　社会に貢献するという理念を、社員には「徳

を積もう」と置き換えた上で伝えています。ま

た、「お客様の喜びを自分たちの喜びと思える

ようになろう」と繰り返し話しています。

　好きな言葉に「増信増益」があります。まず

信頼を増やし、評判がつき、その結果として売

上や利益がついてくるという考えです。仮に目

先で損をしても、信用や評判を守る方を選びた

いと思っています。
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この先もアフターメンテナンスやリフォームな

ど住まいのことを相談していただける関係であ

りたいという想いを、「一生のお付き合いをさ

せてください」という言葉でお伝えしています。

だからこそ、実際にお会いする場をつくらない

といけないと思いました。

　古民家を改修した「暮らし Labo」では、コ

ロナ禍を除いて毎月イベントを続けています。

夏祭りには 200～300 人ほどが集まったこと

もあります。家を建てるまでではなく、その後

の暮らしにも寄り添う。その想いを具現化する

取組に力を入れています。

池永：他社との差別化という点では、御社の強
みをどのように捉えていらっしゃいますか。
柿田社長：住宅に求められる性能水準が高まる

中で、性能だけでは以前より差別化しにくく

なっていると感じます。だからこそ最後に差が

出るのは「対応」や「想い」ではないでしょうか。

お客様から「寄り添ってくれた」「とことんま

でやってくれた」と言っていただけることが、

私たちの差別化につながっていると思います。 

お客様との一生のお付き合いを支える
関係づくりと人づくり

池永：御社は住宅そのものの質を高めるだけ
でなく、引き渡し後のお客様との関係づくり
も大切にされています。拠点となる「暮らし
Labo」にどのような想いを込められたのでしょ
うか。
柿田社長：家を建てられたオーナー様が集まれ

る場所をつくりたいという想いです。

　住宅を一旦引き渡すと、オーナー様にお会い

する機会が少なくなります。私は引き渡し時に、 暮らしLaboでのイベント
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池永：お客様を大切にする姿勢を社内で共有し
ていく上で、人材育成ではどのようなことを心
がけていらっしゃいますか。
柿田社長：大事なのは、どうすればお客様が喜

んでいただけるかを常に考えることです。

　特に伝えているのが「何事も『できない』で

はなく、『どうしたらできるか』を考えよ」です。

普段と違う要望を受けても、最初から断るので

はなく、まず実現方法を考え、難しい場合は理

由を丁寧に説明しています。お客様のことを考

え続ければ、できる方法が見えてくる。そうし

た姿勢が、仕事の違いにもつながると思います。

新社屋を起点に描く
次なる成長への挑戦

池永：今後の事業の展望については、どのよう
にお考えでしょうか。
柿田社長：新築住宅市場は、少子化などを背景

に縮小していくと考えています。ただ、市場全

体が小さくなっても、地域の工務店としてシェ

アを広げる余地はあります。

　同時に、これからは事業の多角化も進めてい

きたい。住宅以外の建築分野への展開に加え、

現在手がけているリノベーションや不動産の領

域をさらに拡大し、住まいに関する相談に幅広

く応えられる会社を目指しています。

池永：御社は 10 月に新社屋をオープンされる
と伺っております。狙いについてお聞かせいた
だけますか。
柿田社長：新社屋には四つの目的があります。

一つ目は働き方改革です。社員が心身ともに良

い状態で働ける職場を目指し、食事や休憩がで

きる場所、緑のある空間、立って仕事ができる

机などを設けます。二つ目は、新社屋自体をモ

デルにした上で、店舗や事務所など「非住宅」

の提案を強化すること。三つ目は採用力の向上、

四つ目は地域の方に集まっていただける場所を

つくることです。

㈱もみじ銀行 本山博之緑井支店長：新社屋に
ついては、ご子息で専務取締役を務めておられ
る大輔様への事業承継も踏まえた取り組みをさ
れているとお聞きしました。
柿田社長：息子が 30 歳になり、私も来年 60

歳になりますから、65 歳で社長を交代するつ

もりだと本人には伝えています。

　新社屋を機に進めるリブランディング、つま

り会社の理念や伝え方を改めて整理する取組も

息子に任せています。会社の使命を示すミッ

ション、大切にする価値観を示すバリュー、ロ

ゴも自分で考えさせています。自らの言葉で会

社の未来を考えることが大切だと思っています。

新社屋完成予想図（外構パース） 建設中の新社屋の前で
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右から２人目が株式会社大喜 柿田勝司代表取締役　その右が㈱もみじ銀行 池永幸司執行役員本店営業部長
左から２人目が㈱もみじ銀行 本山博之緑井支店長

■会社概要
名　　称：株式会社大喜
創　　業：1962 年
創　　立：1970 年
従業員数：14 名
事業内容：注文住宅事業・リフォーム事業・不動産事業・

エクステリア事業
本　　社：広島市安佐南区西原三丁目 13-12
ＵＲＬ：https:// daiki1970.co.jp/

人と地域をつなぐ
地元に根差した工務店としての使命

池永：最後に、地域における御社の役割につい
てお聞かせください。
柿田社長：2018年の豪雨災害では、当社を含

む県内工務店 4 社が連携し、広島県で初めてと

なる木造の応急仮設住宅の整備に参加しました。

　また、木に触れながら森林やものづくりを学

ぶ「木育」にも取り組んでいます。広島県内の

中学校では、伐採から製材まで教え、広島県産

材でスタンディングデスクを製作しました。小

学校での箸づくりも続けています。

池永：こうした地域との関わりを、今後の事業
にどのようにつなげていくご方針でしょうか。
柿田社長：今後は、地域で生産された木材であ

る「地域産材」を家づくりにもっと活用したい

と考えています。地元の材料を使うことも、工

務店だからできる地域貢献の一つです。

　新社屋ではセミナールームを活用し、防災な

ど暮らしに役立つセミナーを開催する方針です。

地域の方が集い支え合う「共助」の場づくりも

大切にしたい。事業の幅を広げる一方、地域産

材を使い、人を育て、人や情報が集まる場をつ

くる。地元に根差した工務店として、こうした

役割を担っていきたいと考えています。

池永：一人でも多くのお客様に喜んでいただき
たいという社長様の想いを、社名の「大喜」が
象徴していると強く感じました。本日は貴重な
お話をありがとうございました。
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